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工業都市の再生 
 









































































































































 1997 年 8月に、環境産業関連企業および行政関係者により、環境産業の振興策の検討とその基本的方針を
決定する「北九州市環境産業推進会議」を設置している。1998 年 4 月には「北九州エコタウンプラン実施計
画」を策定し、2002 年 8月にはエコタウン事業第２期計画を策定し、更なる事業展開を進めている。エコタ
ウン事業は３つのエリアからなっている。 
























 1997 年、若松中央小学校 5年生の子供たちが、授業の一環として「見つめよう校区の環境を」というテー
マで環境調査を実施している。それが発展して自分たちの街の環境に非常に興味を持つようになり「子ども
エコクラブ」を組織するまでに至っている。そして 6 年生のときに「夢のエコタウン」という模型をつくり
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 エムシャー川地域は、最西端のデュイスブルグ市から最東端までの 17 市を含む 200 万人の人口を抱えた西
から東に長く続く 800 平方キロメートルにおよぶ地区である。エムシャーパーク計画はこのエムシャー地域







社長と副社長を担当し、その他の 33 人の職員は期限付きで雇用された。資本金 50 万マルク（約 3500 万円）、
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しての機能を喪失し、関門国道トンネルの開通によって連絡船は 1964 年には廃業に追い込まれてしまった。 
 これに対して、1891 年に九州鉄道の門司駅が開業し、本社が博多から門司に移転するとともに九州鉄道の
起点としての重要性は増し、もともと港づくりから出発した門司は駅づくりの歴史の方が残ったといえる。
1898 年に日本銀行の西部支店が下関から移転し、三井、住友など北九州地区 14 行中 9 行がこの地に集中す
るなど、金融資本の進出が相次ぎ、産業・経済・文化全般にわたり繁栄した。大正時代には桟橋通りから鎮
西橋までの約 300m は洋館が並び、「ロンドン通り」と呼ばれた。 












 1922 年 11 月に来日したアインシュタイン博士が滞日最後の 1 週間を門司で過ごした際、唯一ベッドがあ
った旧門司三井倶楽部で滞在した。この旧門司三井倶楽部は 1949 年、国鉄に買収され、門鉄会館として職員
の厚生施設として利用されてきたが、1987 年の国鉄の民営化で清算事業団の管理となり解体寸前であった。
1987 年 6 月、市民 2,385 名の署名による門鉄会館の管理・保存に関する請願書が議会に提出され、幾多の難
問を解決して移築保存されることになり、1990 年 3月に国の重要文化財に指定された。 
 
（３）門司港レトロ事業 































とした観光振興を推進する官民合同の「門司港レトロ倶楽部」を発足させた。同年 12 月 13 日設立総会が旧
大阪商船で開催されている。主な活動内容は、地域活性化への提言、情報誌の発行・観光キャンペーン、イ
ベントの企画及び実施である。これで官主導のハードと民主導のソフトの両面から門司港レトロ事業を推進
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的に展開している。2003 年度の観客数は 255 万人にもなり、第１期事業の約２．５倍になっている。 
 
（６）門司港レトロをささえる市民ネットワーク（図１参照） 
 ここで少し各団体の概要について触れる。「門司まちづくり２１世紀の会」は、1988 年 6月に旧門司三井
倶楽部の移転・保存を市に働きかけ、修復移築に成功した団体である。「ＮＰＯ法人門司まちづくり２１世
紀の会」は 1985 年 7 月に青年会議所、地元企業、商店街が中心メンバーとなり、活力あるまちづくりを目指
し設立され、2004 年 7 月、ＮＰＯ法人となったものである。「海峡懇話会」は 1985 年「（財）下関２１世
紀協会」との民間レベルの協働活動として設立された。関門地域の活性化、海峡花火などをテーマに毎年４
回程度の会合を開催している。「（財）北九州活性化協議会」は 1989 年 4 月、鉄鋼不況の都市から見事に脱
却を図った米国のピッツバーグ市の先例に学び設立された。その目的は、市民の声、若い世代の力、大学・
企業・経済団体が、行政や関連団体と緊密に連携し、活性化施策を推進することにある。「門司まちづくり
ネットワーク」は、1995 年 4 月に門司区内で活動する６つの民間団体、「門司まちづくり２１世紀の会」「門
司みなと商店街振興会」「門司の躍進を考える会」「門司港バナナの叩き売り保存会」「まちづくり活性化
もじ」「門司の景観を考える女性の会」で作ったもので、各々の活動を大切にしながら、陳情、要望などを
共同で行っている。その活動の中で、1995 年よりレトロ地区で夏に「レトロナイト in サマー」を開催し、
1999 年より「門司港フェスタ」として栄町商店街に場所を移しコンサートやビアガーデンなどを活発に行っ



















 2004 年度のイベントの数は 224 件に及び、その内市民・企業の主催は 94 件、レトロ倶楽部 78 件、市主催
52 件で、観光客数も 250 万人を超えている。これらの数値が示すように民間団体が非常に頑張っているのが
理解できる。門司港レトロでは、行政による基盤整備が始まったころから、市民が任意組織を結成して積極
的に関わり、地元の意見を市に提案し、整備後の活用方法を自らの責任で企画・運営するようになっている。







 ビルバオはスペイン・バスク州の中心都市であり、ビスカヤ県の県都で、人口約 40 万人、マドリッド、バ
ルセロナ、バレンシア、セビリアについでスペインで５番目の都市圏である。ビスカヤ県は 19 世紀半ばの産
業革命によって繁栄した県であり、特に、1960 年代から 1970 年代には、バスク州全体で重工業が著しく発
展するようになったが、その中心を担っていたのが鉄鉱石の産地として鉱工業が発展した鉄のまちビルバオ























 美術館は、アメリカ人建築家フランク・ゲーリーの設計で、敷地面積 3 万 2,700 平方メートル、建築面積
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ト、ジェフ・クリーンの作品である。 







 グッゲンハイム美術館はまた、教育普及プログラムにも大変力を入れており、1997 年から 2002 年までの 5












 サルフォード市は、マンチェスター大都市圏の西側に位置し、人口は 2001 年に 22 万 5,950 人である。産
業革命の中心都市であったサルフォードは、産業構造の転換に乗り遅れ衰退した。1965 年ごろから衰退が始







 サルフォード市にはマンチェスター大都市圏構造計画と都市の各地域をカバーしていた 12 の地域計画が
あったが、市は統合開発計画（City of Salford Unitary Development Plan）を 1991 年 7 月に立案し、1995






ヴィクトリア女王が 1894 年開港を指揮した。1950 年代後半がサルフォード波止場（quay）の最盛期である。
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工事は順調に進んだ。総建設工事費は 1億 600 万ポンドとなった。国営ロト公社（The National Lottery）、
イギリス・アート協議会（The Arts Council of England）、ミレニアム委員会（The Millennium Commission）、













の仕事の創出、民間による 1億ポンドの投資、年間 70 万人の観光客、ローリー・センターまでの地下鉄の延







































 2001 年から 2006 年までの計画期間にサルフォード・パートナーシップが策定した地域計画には、「健康
的なまち」「学習するクリエイティブなまち」「ニューディール・フォー・コミュニティに 5300 万ポンドの
援助と支援」「サルフォード波止場とローリー・センターへの投資金」「ヨーロッパ・ロータリーファンド
からの１億ポンドの寄付金」「犯罪防止制度金への 140 万ポンドの支援」などの目標が含まれている。 

























試験計測を担う「（財）神奈川高度技術支援財団」が連携した支援を行っているが、この両財団は 2005 年 4
月に統合され、それぞれの活動の融合強化を図っている。研究開発型企業の研究・実験室、さまざまの研究
支援・交流施設がある。インキュベーター機能、新製品・新技術開発、技術移転の３つの機能が複合化され、
約 4,000 人の研究者や技術者が働いている。 
 一方、臨海部では首都圏における地理的優位性を活かした「国際環境特別区構想」が進められ、2003 年 5
月に産業道路以南の 2,800ha が構造改革特別区に認定されている。その取り組みは既存産業の高度化・複合
化と先端技術分野の産業・研究機関等の集積を促進するとともに、環境技術のアジア地域などの移転による
国際貢献を実現し、併せて産業を支える基盤施設整備と水と緑の空間創造を行うものである。1997 年 7 月エ
コタウン地域の承認を受け、約 50 社の大手企業や中小企業が立地しエコタウン事業を展開している。また、




 内陸部では、新川崎の旧国鉄操車場の市有地約 6ha を活用し、大学の研究施設を核としその周辺に企業の
研究開発部門を結集する研究開発拠点として、「新川崎・創造のもり」がある。第１期事業として、川崎市











 ＪＲ南部線の沿線には 204 の研究開発機関（平成 11 年神奈川県科学後術概況調査による）が集積しており
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（※１）門司まちづくり２１世紀の会の経緯：　1985年7月、北九州市の２１世紀を展望し、活力ある門司実現のためのまちづくりを目指し設立された。現在法人会員
130社、個人会員90人である。青年会議所、地元企業、商店街が中心となり３つのテーマを柱に活動を展開している。１．門司港地区は、港湾機能と都市機能の充実と
調和、及び和布刈を含む自然環境を活かした観光地づくり。　２．大理地区は、住宅地としての快適性や文化環境整備。　３．新門司地区は、物資流通基地整備や、
周辺の自然環境を活かして、住民が海と緑にふれあう余暇活動地域としての整備。
（※２）市の動き（門司港レトロ事業）：　■第1期事業（昭和63年度～平成6年度）関連事業費　295.0億円、■第2期事業（平成9年度～ ）関連事業費　173.2億円
図１：「門司港レトロ」プロジェクトにおけるＮＰＯ的地域団体のネットワーク
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